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インターネット業界で活躍する“人”をご紹介します
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日本ネットワーク・オペレーターズ・グループ（JANOG）の会長である
NT T America, Inc. の吉村知夏さんに、ご自身のインターネットとの出会いやキャリアパス、
インターネットコミュニティへの想いをうかがいました。

これまでのキャリア

学生時代は、ドメイン名紛争やインターネットのガバナンスに興味が
ありました。2003年にNTTコミュニケーションズに入社してからは、
OCNの運用部隊に配属され、DNSなどサーバのオペレーションを担当
しました。実は、当初希望していた職種とは異なりましたが、トラ
フィックの増減などを見るのが楽しく、運用に「どハマり」しまし
た。次にバックボーン部隊に移り、ISPのネットワーク開発に携わりま
した。BGPを用いたピアリング設計を担当していましたが、ピアリン
グの世界は人と人のつながりが大事で、これも「どハマり」しまし
た。国際ピアリングの設計時に、米国にいる弊社のチームと協業する
ことがありました。これをきっかけに、相手の世界を見に行ってみよ
うと、自ら希望して2012年の秋に米国駐在員として赴任しました。

2000年1月に2000年問題の危機管理組織Y2KCC/JPに、記録係のス
タッフとして参加したことです。12月30日から大手町のビルに泊まりこん
で、世界各国のスタッフと連絡を取りながら対応しました。結局大きな問
題なく終わりましたが、いわゆる業界の第一線の人たちが、会社の関係を
越えて協力し合っていたことが印象的です。オープンマインドな雰囲気の
中で、当時学生だった私にも親切に色々なことを教えてくださいました。

インターネットにハマったエピソード

吉村さんからインターネットへ愛情のこもったメッセージ

最後は日本のために何かをしたいと思っています。自分が日本人だというア
イデンティティは不思議と年々強くなります。でも今は、海外のやり方や視点
を身につける時期だと認識しています。インターネットは本来、人と人を繋ぐ
コミュニケーションの手段であり、人を楽しく笑顔にするもの、人の生活を豊
かにするものなのだと思います。日々の仕事に一生懸命になると、そういう
大きなことをつい忘れがちになりますので、いつも心に留めています。リモー
トワークや日米間のコミュニケーションなどで、今、人生の中で最もインター
ネットの恩恵を受けている時期だと思います。「ありがとう」と言いたい。こ
れからもずっとインターネットの仕事に携われるように、頑張りたいです。

オープンマインドで心を柔らかくすることです。コミュニティ活動でお会いする方々
は、ビジネスではお客様だったり、競争関係にある会社だったり、有象無象の関係
性があります。そういうことを一旦横に置いて、ポジティブで明るい気持ちで人と
接することを一番に考えています。コミュニティ活動は、結局は自分のモチベーショ
ンに繋がっています。人と人の繋がりを感じられたり、他の人が頑張っているのを
見ることで、自分のやる気が高まるのを感じます。個々人の得意分野を持ち寄りな
がら、多くの人が活躍できるのも、コミュニティ活動の良いところだと思います。

 JANOGの会長や、APNICカンファレンスのプログラム
委員など、コミュニティ活動で大切にしていること

米国人は自分の意見をしっかりと持っていますが、他人を尊重しながら相手
に敬意を払う伝え方をするなど、文化は違えど、日本人と同じだなと思う部
分もあります。違う点は、米国と日本では得意分野が異なること。米国では、
完成度よりも、アウトプットそのものが求められることが多い気がします、0
から1を作るのが得意な印象です。優先度の低い問題はばっさり切り捨てる
など、見切りを付けるのも早いです。一方、日本は精度を高めるのが得意だ
と思います。1から10に高めていくのが上手です。同じ問題が二度と発生し
ないよう、プロセスを改善しながら対応します。チーム全体の底上げや情報
共有にも優れており、チーム内でノウハウがたまるという面もあります。日
米で仕事するにあたり、仕事に対する考え方を切り替える必要があります。

米国在住5年目。日米の違いに感じること

中学時代の塾の先生が、慶應義塾大学の村井研究室所属でした。その
先生が凄く優しくて人間的に好きで、その人と何かを一緒にやりたい
と村井研に進みました。ただ、インターネットという言葉を知ったの
は高校2年の時でしたし、高校時代は放送部で映像編集に没頭していま
した。映像系と迷った末にSFCを選びました。

 吉村さんとインターネットとの出会い

JPNIC

NTT America, Inc. Solution Development Engineer. 北米市場におけるネットワーク関連の
プロダクトマネージングを務めている。米国カリフォルニア州シリコンバレー地域在住。専門は、BGP
ルーティング、トラフィックエンジニアリング、SD-WANおよびネットワーク技術全般。
2012年1月からJANOG運営委員、2015年9月からJANOG会長。

アメリカで暮らすようになってハマったことがハイキング。休日には、動物と触れあったり、
船や飛行機に乗ることも楽しんでいる
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インターネットの先駆け、ARPANETの始まり第1回

ARPANETが初のパケット通信ネットワーク。
研究から始まり、軍事用のネットワークとして開発されたわけではない

複数の種類のコンピューターが同じネットワークにつながった

複数のコンピュータをさまざまところで管理できるように

開かれたネットワーク・エンドツーエンド・ベストエフォートの概念がでてきた

米国の国防総省は傘下に多数の組織を擁していますが、軍事利用
のための先端技術の研究開発を行う組織として、1958年2月に
ARPA（Advanced Research Projects Agency,高等研究計画
局、のちにDARPA（国防高等研究計画局; Defense Advanced 
Research Projects Agency））が発足しました。ARPAは軍事目
的に限らず、一般公募によりさまざまな研究への資金提供を幅広く
行っていますが、そうした資金提供の一つとして1967年に研究が
開始されたプロジェクトが、インターネットの始まりとも言える、
世界初のパケット通信のネットワーク「ARPANET（Advanced 
Research Projects Agency Network）」でした。

ARPANETで採用された通信方式である「パケット交換」は、
データをパケットと呼ばれる単位に小分けして転送し、受信側で小
分けされたパケットを集めて元のデータに復元する方式です。小分
けされたそれぞれのパケットに送信先を示す情報が付けられるた
め、途中に故障した回線や中継機器（ノード）があっても、各ノー
ドがそのパケットを迂回させて宛先まで届けることができます。伝
送路を占有する「回線交換」でよく用いられる回線を中継局に集中
させる「センター」を持つネットワークと比べ「分散型」のネット
ワークは、複数の回線をメッシュ構造のようにつなげることがで
き、パケット交換という通信方式を採用することで故障に強いネッ
トワークをつくることができるようになりました。

このARPANETの設立以降、ここにつなぎたいノードの番号の割
り当て管理は、SRIが一括して行っていました。この、誰がどの番
号を使っているかを公表する役割を、Network Information 
Center（NIC）と呼び、SRIが行っていたことから「SRI-NIC」
とも呼ばれていました。ARPANETでは、ホスト名とネットワーク
アドレスの対応表として、HOSTS.TXTというテキストファイルを
使用しており、H O S T S . T X Tのおおもとのファイルはこの
SRI-NICで保守・管理され、FTPで公開されていました。

当時、新しくARPANETに接続した組織は最新のHOSTS.TXTを

SRI-NICから入手し、自分のホストに導入することで相手先ホス
トを名前で指定できるようになりました。自分のホストに名前で
接続してもらうためには、SRI-NICに情報を送ってHOSTS.TXT
を書き換えてもらう必要があります。しかしこの方法では、ホスト
数が増えるに従って頻繁に更新が必要となり、作業の負荷が大き
くなり、またすべての組織が最新のHOSTS.TXTを参照する状態
を維持することも難しくなります。この仕組みは、いずれ破綻する
ことが予想されました。これを解決するために、名前（ドメイン
名）とアドレス（IPアドレス）の対応を変換するDNS（Domain 
Name System）が誕生することになります。

このARPANETは、1969年10月に四つの拠点（4ノード）を、IMP
（Interface Message Processor）という、現在のルーターに
相当する機器を用いて接続する形で運用が開始されました。四つ
の拠点とは、カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）、カリ
フォルニア大学サンタバーバラ校（UCSB）、ユタ大学、スタン
フォード研究所（SRI; Stanford Research Institute）です。

このARPANET上で、データパケットを転送するために、ホストコ

ンピュータとホストコンピュータを結ぶプロトコルとして、当時
UCLAの大学院生であったStephan D.Crocker氏によって開発
されたのが、NCP （Network Control Program）です。この
NCPによって、ARPANETのネットワークインタフェースが標準
化され、1971年から1972年に、ARPANETに繋がるすべての
機器に実装されました。ちなみにインターネットの標準である
RFCの記念すべき1番を書いたのは、このCrocker氏です。

この頃になると、ARPANET以外にも、パケット通信の考え方を
取り入れた、独立したネットワークがさまざまなところで運用さ
れ始めていました。これらを相互接続するために、特定のハード
ウェアに依存しない「開かれたネットワーク」という概念が、
DARPAのRobert E. Kahn氏により提唱され始めました。この
概念は本来は無線ネットワークのためのものでしたが、後にこの

概念に基づきTCP/IPというプロトコルが開発され、インターネッ
トで広く利用されるようになりました。TCP/IPが広まるととも
に、ネットワークの機能は単純にして、複雑なやり取りは個々のホ
ストに任せるエンド・ツー・エンドといった概念や、パケット通信
をベストエフォートで運ぶ、という考え方も広まっていきました。

次回は、TCP/IP開発の頃のお話です。
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